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~宮 原 将 平 (北大理)
本誌の編集委員の掘 さんか らtNottinghaエコの磁気会議について書 くよう
に というちとであら た. そ和 ま必ず L･も学問的なことに限 らなくて もよい とい
うこ･tであ り､またNottin由alim以外のこと`で もよい とい うことなので, そ
の ようi:つ もりで書いてみようと患 うO
No七七i･ngnaln,の =nternaもionalCc)工ユferenceo二鳥勉grletismは､.
1961年に京都 で開かれた会読 と同じくiTUPAPの IDag三ユe七is三コの CoⅡ】i-
ssio王ユによって3年毎に開かれるもの として､英国の物理学会の主鮭で9月
7日刀)ら開催され たO この会読には日本か'らも多 (.の論文が用意 されていたO
日本学術会読 (JSC)は こ'Q)竜の会議に代表を選 ることになってい るが､ そ -




i.こ一任す ることにな り､数名の人が考えられ たようだが久保氏は組織委員長d)
prof.Baもe占-とも連絡をとって､近角氏 と私 とがJSCの方示ら行 くことにな
ら_ 同時に旅費の半分は英国で負担 して くれ ることになった｡ほか盲こも､永宮 .
久保 ,伊藤 ,飯田 ,芳 田 ,守谷 ,広襖 ,一時谷 ,中村 ,`天山の諸氏が参加 し､ ま
た二欧米滞在中の里 {4富田 .津畳 ,金森 ,志水 ,安達 ,伊豆山 ,小出 ,三輪の
諸氏 も参加 され た｡
私自身は9月5日に羽田を発ち 9月 6日ひる頃にロン ドンについたか` ら､最
後に ロシ ドンについた日本人 であったか もしれな-い C, しか し荷物をぶ らさげて




ieft､Iuggageとい うことを初めて知った)に預 けてしばらくしてい る内に
飯田氏が来たO時別列革 の発車まで一緒に荷へ出て時間をつぶし､駅へ戻った
らt 61年の京都で会ったた くさんの顔が見えたo 宜.W.Gorter,
Wohlbarth,Pauもheneも,Krupicvkaな どo
Noもtingbamについて宿舎 と定め られたのは学生のDor血 もory だが仲々
立沢であ るO もちろん1人づつの部崖であるO戸 に鐙がないのが少々気になっ
たが､ 英国 とい うところは紳士の国だから､大学の中な どで鍵などはいらない
ということである｡ そ ういえば､駅で もー 荷物を1eft iuggageにゐづけずー
ただ置 きつ放 L}に LJて もな く7Ii:らないだろ うとい う話 もきいたO しかLJtまた
われわれ の来 る繭に英国の新関を貞辰わ したのば何億円かの列革 どろほ うの話だ
ったそうだ｡英軌 こは大 どあほ う (紳盛 とい うのか)はいるがt こそどろばい
ないのだ とい う0
9月7日の開会式でcorlferenceは開暮 したO 名前は忘れたが学:長代理 とい
う人が挨拶 した.,NottinghaⅡ】の大学は､はじめ3,4人の教授 ではじめられ
た とい う話は興味があった｡丁度乱視農学校 の開校の頃を思わせ る0 1人の教
授が､物理',化学 ,数学7ILどをみな教 えるのだそうであるO 英国の大学は もと
もと貴族 の子弟を教育す るところだっ たカ,らtいまわれわれが考えてい る大学
の概念 とはちかっていただろ う(,
Baもes教授の挨拶では､ フランス ,日本 ,米国-等々か ら参加者があった
ことを喜んでいたが､ フランスについで日本の名を挙げたのは必ず し も数が多
い とい うことではない と思 うO参加者ならば､英国にういでは米国の方が日本
やフデンスより多かつたIと思 うoBaもes教授の言葉 3ー磁気研究の量と質 と
か ら出た ものと考えると､ 日本人 として良い気韓にな るo
開会式のあった扉は講演会には使われない大 きな講堂であったO オルガンの
パイプ示ずらりと並んでいた りして教会堂のような感 じの所であるO (後!･=こ
こでコンサー トがあっ た)
それにかさくらべて一読浜会場は物理教室の内にあって､ もつ と近代的な講
義室であ る｡ 大きい室 と小 さい室 とあっ て､いずれ も収容力はそう多 くな く､







られ る仕掛が してあっ たOただ し､ ここで見てい るの/では質問は出来な いこと
になるO
両室並行に語浜があ り-いずれ も､午前2セアシヨン ,午後2セッション
5日間にわたったか ら (霜会式の日のみ午後 1セッション)全部で38セツ:j
ヨンもあったわけである｡
この半分以上聞 くことは物理的に不可領だ LtJまた実際上はそのまた何親 し
か聞けないし､言葉の ことを考えると何字摘,Yものになったかが心配である｡
それにして も､ その内のい くつかについて書いてみたい と思 う｡
金 属 の 磁 性
i961年の京都会議の ときには金属の磁睦の方面でP,i-Coの gianも皿0一
辺ent とい う間恵が出たo 以後多 くの人々によってこの間題が追求されtCo
がまわ りのPd原子の磁気モーメン′卜を引出 LJ､そのためt Cf13 1原子当 りとし
て計算す るとモーメ.ン トが大 きくみえるfIつであるとい うことになったO
これ らの問題を考えてゆ くと金属 (合金ア)車のロ-カルな磁気 モ-メントと
い うものに問題がぶつかって くる｡
fleisenbergの強磁性理論は-それ 巨身は もう30年 も所の ものであるが_
磁性理論は､本質的にはそれ以来進歩が7Ii:い とい う説をなす人がい る- もとも
とローカルTi:磁気モ- メントを前提 した もcE,-であったO他方､Stonerなどの
itj.ne_Tanもelectron theoryはそ,九･とは反対に～ rigidband theory
に立つ ものである｡
今度の会議が英国でひらかれ るか らには～ SもrJl,erL77流れをひ くWohlfarib -
の もとで仕事をしいてる志水氏などの研究は この線爪 ものであった と考 えられ
る｡志水民 らの考え方は次のようである｡ 遷移金額の定性を考えるのにrigid
bandもheory-で考 え.るO 状態密度は低温 の比熱の測定よりTを求めて直ちに
出す ことがで きるO この rをつかって､低温/か ら高温 までの帯磁率 をrigid
band一七heoryで もとめるO 実験 と校べ る笹めには､軌道帯磁率を求めなけれ
ばな ら`ないが､ これについては久保～小 暗の研究がある｡軌道磁気モー メン ト
が温度に依存 しなければ､実験 との比故が完全'に出来 るが､軌道 モ-メン トの
温度依存性が夜露だと､実験 とくらべ ることもむつか しくTi:るO さらに
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clogsもonなどに よって出された疑問だが､ もともと此 熟のTlの係数の Tが
電子によるものだけであるか どうか とい う問題がある｡ Phononの比熱は完全
に空 の項 として分離できるかどうかO この点は､Wohlfar抽 '一 派の電子論に
は､･そのままは含 まれない問題だが､ rigidbandで帯磁率を計算す るため
には明 らかに しなければな らない問題だろ うo
Localize した磁気 モー メン トの理論は化合物で完全に成功 している. また
多 くの金属や合金において､強磁性状態は もちろんの こと､常磁性状態におい
て もなおかつ iocalized‡コOITBe工ユもを もっ こ_とは中性子回折 その他の実験 でた
しかめられてい るO それ ではー金属電子論のオーソ ドックスな理論か ら､
localized=30menもがと甘て くるかどうか_JklClersorLはこれ まで もこうい
う 問題 をあっかつてきたが､ これについて綜合的な講演があう た.
伝導電子を自由電子 (平面波)として_ また3d.電子をloca1主ze･した もの
として, そ一系について考えるわけだが､ これは揖動論的に顧扱われ るほかに､
cireen 函数法や散乱廃折の,方法な どによって も詣ぜられ_ その間の損保 を論
じた も171であったC この間題をとくことをこよってt d電子がまわ りの自由電子
をどの くらいPOlarizeするか とい うこともわかって くるLF_ それ ら.の計算.
.か らhyPerfinefieldや帯磁率の計算 もできるようにな るのである｡
金属の磁性については理論のほかに_ た くさんの実験 もあっ たが､ それ らを
ぐれし'く述べ ることはしないO
化 合 物 の Spi工iqlユenChing
'金属の磁気 モー メントがlocali21e-す る問題 と対窮的なのが､若干の化 合
物におけるspin quenchingの問題であるO この間題はGcoderl_Otighによ














? ? ? ? ?
国際磁気会読
1aborato.ryへゆ く-のだとい うことである｡彼はDr.Jonkerを訪ね るのだ
し1.私t.まDr.鞄 もhe王1a三一を訪ね るつ もりで研究 所もちが うらしくもあ る｡ Ll∫
か し_一緒にゆ くことに したO研究所の入ロゼゎかれ て､私はDr.ぬ 旭enan
の部星で話合ってい ると､Dr.(コOOdenoughが Dr.Jonker と一緒に入っ
てきたQ RCAのDr.Baltz:･er も来 る筈だとい うO そういうている内に当の
Balも21e-Tがやって来たoPhilipsの研究所か らは､LotgeriTl!･ Blasse
BoiTlgerS,な どとい う人達が集って来 るo dooddenougflはt これだけ集っ
た打だからdiscussion Lようとい う｡ そこで､手狭 なfhもhenau氏の酌量
か ら､黒板 のある室へ うつ して､そこで議論をはじめた｡Ph土1土p3-の人の仕
事 を･きいて､ それについてdiscussす るので中るO.Philipsの研究の特徴
は～ 1つの化合物についてtmagrleだけ測 るのではな く､電気伝導度',See一 項
beck_効果 ,dall効果な ど一緒にはか るのである｡
輸送現象の方では､ それが普通の半導体塾 (キャ リヤ数が温度によって変 る)
かhopping塾か とい うことが問題のようであったo Joヱユkerは NiO につ半
て､そのことを問題に L,ていたG 日本のマグネ畳にとっ てはあまりや られなか
ったこ.とであっ たoJorlkerによればN与Oの伝導は温度領域によって､ キヤ
T]アが変った りt移動度申変ったりするそ うである｡ そあようなことを
nJOOdenoughは彼一流の共有結合の考えで説明 しよ_`5とす る`o Lbもgering
が研究 LJている硫化 物などには温度享こ依存 しない常磁性の ものがあり_
(JIOOd.erlOughはそれはPa･ulトparaであるという｡ こうい うところから､
bopping-bandconduction,localiTZJedmomen七一二Pauliparamagne-1J
t,ismの義論がアて･きたO こーの宗論は､途中で昼 食のため2時間ほど中断 LJた
だけで,夕方まで続いたO-そのため､研究所の施設をみせて もらえなり まめに
なったがー私に､とってはtNottinghaIr,の会読にお とらず収積があった｡
フ ェ ラ イ トそ の他 の 化 合 物
､化合物についての研究発表はい くつかあったが_ それ らについて思い出す ま
まに書いてみるo まづ私 どもにとってうれ しかったことか ら書 く｡1961年
の とき､私は日本におけるJahn-Teller歪に関係す る仕事 を述べた｡ その中




き･ RCA の Dr･Baltz?Tが Cul+地 4+肋 3十04の可能性が射 ､か という





ったのもうれしいことであづた｡ この異方性について もhin filmでやった仕
事があっ たが.･私 どもの研究室では､すでに宮台氏によってChFe204(Cubic)
の単結晶が作 ら,A.､この点でも､ ヨーロッパをひきはなしているという感 じが
あった｡
-マタイ ト(a-Fe203)について!Iまlsesseonが当てられていた, 日本で
は岩田民 ら､飯田民 ら/Dす ぐれた研究が発表されたO 岩田一山本の研究は山本
さんが来 られなかったために広績 さんが代読されたO どちらも-マタイ トのい
わゆる記憶現象についての説明である｡
フェライ トな どと透磁率のデイスアコモデ-シヨンについては､数年前より
宮原､.太 田.山臥 谷 ら､ また飯田ら旺よって.それがvacancy と関係があ
ることが 明 らかにされていたo Noもtingham では.いろいろのフェライ ト (
磁鉄鉱をふくむ)でそれが精密にくりかえされ允にすぎないOただし.indtユー
cedanis〇七ropyKu がvacancy の量による (宮原研究室 )という見解 と
それによらず､単 にreユaxaもion もimeのみがvaenCyの 量による (飯田研
究室)という見解 とがあったが､この会議での額告によって.飯田さんも私 ど
もの._見解 に賛成して(れ衷o
フェライ トなどの研究については日本の方が ヨ二占ッパよりも昔年ほ ど進ん
でいるの ではないか というのが私の印象であり､飯田さんも同様な感想をもっ
たようであった｡
最後の 日には前の IUPAP の会長であるProf･Mott の話があったIo 大
きなL会場は聴衆でいつ融 ､であった0年はとってもそのすぼらしい哀轟力は




















う よ う な 顔をしてしまったoLかし､学生実験室ではちがつ牢印象をうけたo
U ndergraduate s二七uden七S の実験室を見せてくれることは予定のうちに
は 入 っ て い な か っ た が.飯田さんと私 とはとくにたのんでみせてもらった｡
そ れ は か な り 広 く 何 重 か がとられていて､実験薦城も (L研究周ではないから
●
高 度 の も の は な い が ) よ く整備されていた｡わが北大では､物理の学部学生
の た め に 2 重 ほ ど し か用意されてなく.機械も数_十年前のガタの来たような
の が 多 い の と く ら ぺ て考えさせられた｡このほか､あちこちを見た印象では
ヨ ー ロ ッ パ の 大 学 は教育につい七は､日本よりはるかに力を入れているとい
う 感 じ を う け た ｡Dormiもoryが日本の学寮の比でないことは前に書いたと
お り で あ る ｡
日 本 の 大 学は､研究と教育の不可分という基本敵な考え方の上に立っては＼
い る が . 現実には､研究のために教育がある程度犠牲になっているのではな










ンサー トがあった｡ それは木管アンサンブルで日本では珍 らしいものであった｡
キヤムデ ンというグループでプロかアマか知 らないo ここの大学の音楽の教授
の世話 でひらかれたというから､あるいはその学生が主体かもしれない｡メン
メ-は若い人が多かったQ 曲 目はモーツアル トやベー トーヴェ ンのような古典
のはか､英国の新 しい作曲家のもあったが､そう前衛的な感 じのもLJZ)ではなか
ったL?演奏 は全くすぼらしかった0 .7ンサンプルもよくゝ各木管問のバランス(










9月 11日まで講演が あって 12日の朝には宿舎 までバスがむかえに来てく
れて､それで大学にはおわカ燕 である｡■ノか し､京都のとき<,Dように farewell






もingbam の駅からは.来たときと同様 specialもrainで London へ向















AmsterdamからParisに飛び (こ甲airlineはフイツ ラン ドのであ
り.そのスチュワーデスはフィンラン ド語.オランダ語.英語.フランス語
で放送する)そこからフランスの国内線airin七erで Lyon に飛んだo
























の研究棟 よりは少し小 さいのではないかと思 う｡そこには弱磁性鏑係､強磁性
頚係､薄頃謂係などの研究室があり､また極低温や強磁場 (建設中)の設備が























効 くと鉛直棒が全体として横に効 きその上についている水平棒が横に効 くと












ついでに書 くと.原子炉のある方へ入 るためtl,Cは入口でパスポT 卜を預け
させられたが､カメラは取上げられなかった｡
,昼食は研究所の中の食堂でとったがヨ-ロソバ流に充分時間をかけたO こ
























なかった｡私 と飯田さんとは別々の日に行ったので､ ここに書 くのは私 ま人の
見聞である｡







解に.よ狛 まiVm3+の附道では0のつくる八面体は歪んでいるO それは 0軍ygen
par申 eterのずれとして観測されるが･それは普通の 8(=u-3/8)であら
わされるものではないo Sは (111)方向のずれに相当している. しかるに
Cervinka氏によれば､ 0はⅩ,y,または Z方向に全く相肇な くずれているO
と考えられているo Goodenough 氏によれば.もしそうだとすれば､
















が出来ないよう紅注意すれ ば‥BeB-ragona1 年進むだろうといった｡ そこ
でわれわれの蕃 ではもe七TagOnalの ClFe204 を得てい_るのだといったと
ころ大いに喜んで､何故それをpu.blish Lないのか.というO われわれは





















いように思 うO 化学者が構造化学者でない∴ところが.-かえってうまくゆ くのか
もしれない.とも考えた｡





そのうちの一番 よいのはノ､ソガ リ-製だというのはちょっと意外であった O チ
ェコは工業国.ノ､ンガ リ二は農業国という先入感があったか らである｡ あとで
- γガ リ-に行ってわかったことだが､自動車工業はチェコがす ぐれているが■
トラン iyスターラヂオな どは､コメコン_において､- ンガ リ-の受持ちの よう
であり､ elecもronicsは高い水準にあるらしいo
トルクメ叫ターは鏡 と発電管式､また磁気天秤もそうであって.いずれも物




手こでまた学問的でない話を書 くO プラノ､に到着した日 (9月 18EH 夕方
.V,
Kru_pICーKa氏が夫人 とともに.私 とC-oodenoilgh氏 とをホテルに 迎えに来て
くれたO 一緒EJjrLコンサー トにつれていってくれるというのであるO 立派なホー
ルの2階 の正面の席を私たちのためにとっておいでくれた｡ 演奏 されたのは､
ブラームスの悲劇的序曲､チェコの現代作曲家のピアノコンチェル トとベー ト
ーヴェ ンの交響曲第 7番 イ長調である. 指揮者はまだ若いという人であったが
クー リヒなきあと､カレル ･ア'/チエ]i/と並ぶ新進だそ うであるo オーケス ト















Goodenough 氏は､プラ-の人々の顔色が くらいといったが.私 にはそ
うはみえなかった｡人の顔が くらいか明るいかということは微妙なことで見
る人の先入観にもよるであろう｡ しかし歩きながら背いたところでは.若い


































･ ことの研究室にあった機器のうちで日本製のものが 2つあった｡ 1つは島津











室からパ 十プで試料を原子炉の中心に送 り.-覚時間 (数秒)照射して実験室
のキャビネツ-卜伝戻 る装置があったO日本の原研にもあるかもしれないが､私
ははじめてみたので興味があった ｡
とこにいる1人のChemis七 は日本語を勉強しているのだというO 彼は第 1
外国語は占シャ語を選ん喪のだが､第 2は日本語を選んだのだそうだOその理i/





















W土ndov shopping もたのしめるというぐあいである｡ 店はほとんど
cooperaもiveのものだそうだがたまに個人の店も奉るそうだO
人々はおどろくはど親日的で (といっても日本語が出来 るわけではないやミ?
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